
　世界中がコロナ禍に覆われた 2020 年。パンデミックの底知れない不安が
拭えない中で、春先の臨時休校措置以降、静岡県下の子どもたちにとっても
ストレスの多い日々が続いています。

　そんな中、11月 28日に公益財団法人静岡県グリーンバンク主催による
『緑の少年団交流集会』が開催されました。次代を担う子どもたちが自然と
親しみ、守り育てる活動を通じて、地域に根ざした心豊かな人間性を育むこと
を目的とした『緑の少年団』。各団体の枠を超えた交流・親睦を図るため、例年
は２泊３日で行われてきた交流集会ですが、今回はウイルス感染予防対策と
して所要４時間の日帰りとし、検温・消毒・ソーシャルディスタンスの確保・
昼食時を除く活動中のマスクの着用など、「新しい生活様式」に沿った形での
実施となりました。また保健師が同行し、子どもや関係者の急な体調の変化
にも対応できる態勢をとりました。

　『富士山の麓で楽しもう！湧水の里をめぐるウォークラリー』と題した今回
の舞台は、富士宮市猪之頭地区。静岡県内でも屈指の清流・芝川の水源地で
あり、素朴な美しさが魅力の陣馬の滝をはじめ、養鱒場やわさび田など、のど
かな景色が広がる海抜約700メートルの集落です。当日は絶好のアウトドア
日和で、秋晴れの空のもと、うっすらと雪化粧をまとった富士山も子どもたち
を見守ります。また、NPO法人 猪之頭振興協議会のみなさんにもご協力いた
だき、ウォークラリーの各チェックポイントでの催しや横断歩道での誘導な
ど、楽しく安全な運営をサポートしていただきました。

　午前９時半、にこやかに現地入りした子どもたちは、富士市内の小学校に通
う４～６年生の10 名。検温と受付を済ませてから、開会式に臨みます。慣れ
ない環境のせいか、最初こそやや緊張した面持ちでしたが、スタッフの挨拶や
活動の注意点を聞いた後、心と身体をほぐす「アイスブレイクゲーム」で身体
を動かしたりジャンケンで遊んだりすると、マスク越しにも見て取れる笑顔
が生まれてきました。そしていよいよ始まるウォークラリーは、事前の戦略が
勝負のカギとなります。３～４名の３グループに分かれて、配布された地図を
見ながらの作戦会議。各チェックポイントは記号の確認、クイズ、スタッフに
よるゲームなど、それぞれ異なる課題と配点になっていて、制限時間内にどの
順番で回るのかを話し合う子どもたちの表情は真剣そのものでした。昼食
のお弁当を受け取ったら、いよいよ出発です。

　歩き始めた子どもたちは、１万分の１の地図とコンパス、そして仲間との話
し合いを頼りに、次々とチェックポイントを見つけていきます。「地図のここ
に『文』って書いてあるから、もうすぐ学校があるよ」「あそこに見えている富
士山は国道の向こう側にあるはずだから、進むのは逆の方向だよ」と、持って
いる知識をお互いに交換しながら、課題をクリアしていく姿にたくましさを
感じます。道を間違えたり、チェックポイントのゲームがうまくいかない時
も、「大丈夫、まだ時間はあるよ」と鼓舞する声が何度となく聞かれました。

　この日一番のハイライトは、湧水で育ったマス釣りに挑戦するチェックポ
イント。魚の動きがはっきりと見えるほど澄んだ水の釣り堀で、餌をつける
作業や投げ込むポイント、竿を引き上げるタイミングなど、地元のみなさんに
教えていただきながら、子どもたち全員が自力で魚を釣ることができました。
中には「生まれて初めて釣った！」と興奮気味に魚を見せてくれる子も。釣れ
た魚はその場で内臓を抜いて塩焼きにしてもらい、お弁当と合わせて贅沢な
ランチタイムになりました。自分で釣った魚を自分で食べるという経験も、
いつもの食生活とは少し違った視点を持つきっかけになったことでしょう。

発見、失敗、助け合い

ついにゴール！そして大切な振り返り

生まれて初めての魚釣り

　制限時間が近づくと、各チームの動きも慌ただしくなってきます。時間オー
バーは減点対象となるため、安全策で早めにゴールするチーム、ギリギリまで
チェックポイントを回るチームと、さまざまです。最終的には参加者全員が
ケガもなく、無事にゴールテープを切ることができました。運営スタッフによ
る採点を待つ間は、活動の振り返りです。仲間同士でお互いの発言・行動・そ
の時の気持ちについて感想を述べ合う中で、「○○さんに助けられた」「みんな
で協力したからクリアできたと思う」など、仲間の存在を肯定的に捉える言葉
が多く聞かれたことが印象的でした。その後の結果発表と表彰式で明確な
順位が出た際も、それぞれのチームに惜しみない拍手を送り合う姿はたいへ
ん微笑ましいものでした。

　最後は富士山をバックに、みんなで記念撮影。
これまで私たちが当たり前だと思っていた日常
は、コロナ禍で一変しました。しかしこの日の子
どもたちの表情からは、屈託のない明るさが感じ
られ、見ているこちらが勇気づけられるようでし
た。自然との触れ合い、刺激的な環境、世代を超
えた人々との交流、それらを体験する場があるこ
とで、子どもたちはどんな時代でも楽しむ術、学ぶ
術を持ち合わせているということを再認識でき
ました。次回の交流集会ではどんな笑顔に会える
のか、スタッフ一同楽しみで仕方ありません。

この問題は難しいぞ！解けるかな？

やった！釣れたよー！！！

自分で釣った美味しいマスをいただきます♪

上位入賞の結果発表に思わずガッツポーズ

この事業は「緑と水の森林ファンド」の助成を受けて実施しています。
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